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1.問 題の所在

学校 と劇場は地域における文化形成の核である,

学校はそこで学習する子どもを対象としてお り,劇

場は地域住民を対象としている.

現在,劇 場では多 くの公演が行われるとともに平成

25年 に文化庁より告示された 「劇場,音 楽堂等の事

業の活性化のための取組に関する指針」によって学校

をはじめ,福 祉機関,医 療機関等と連携 ・協力 して芸

術 と触れる機会の拡充に努めている。学校と劇場は,

連携 して地域文化の形成に関わっているのである.そ

の一つとして劇場が主体となり演奏家によるアウ ト

リーチ活動やワークショップ等が行われている.

劇場側が学校 と連携することについて,中 村は 「ア

ウトリーチを通したコンサー トの観客養成であ り,地

域の音楽文化環境に持続的な刺激を与えることで音楽

ホールの存在意義を強化 していこうとするところにあ

る」且)としている.逆 に学校側が劇場と連携すること

について,壬 生は 「邦楽器をは じめとした学習指導要

領の指導内容の拡大は,学 校外の教育力の活用や協力

を前提としたものである」2)と指摘 している.学 校で

触れることのできない芸術 ・文化に直接的に触れる体

験ができることを学校が求めているというのである,

学校 と劇場 とが連携することによって地域文化を形成

し,そ れを拡充することが求められているのである.

これは現在のことだけでなく,明 治期に学校と劇場

が建設されて以来,両 者は連携 していたのではないだ

ろうか.特 に,明 治期は西洋文化を盛んに取 り入れて

いた時期である。学校では,西 洋音楽をもとに制作 し

た唱歌を教材 として活用 してきた.民 間の劇場でも西

洋文化を敷術 しようとする政策に抗うことなく,学 校

と連携 してそれを遂行 しようとしたのではないか,そ

こで,明 治期における学校 と劇場の関係を見ることに

した.そ の中から今後,学 校 と劇場が連携を進める上

で参考となるもの見いだし,地 域文化の拡充に寄与で

きるのではないかと考えた.

熊本県山鹿市には明治時代の末に建てられた歌舞伎

(式)劇 場 「八千代座」がある.建 設当時の場所に平

成13年 に改築され,現 在 も歌舞伎をはじめ映画や演

劇等,い ろいろな公演が行われている.

その一つとして,山 鹿小学校6年 生が年に一度,演

劇の発表をこの八千代座を舞台として行っている.こ

れは,平 成の改築後に始まったものであるが,改 築前

の大正 ・昭和初期にもこうした劇や合唱の発表の舞台

となっていたことが推察される.劇 や合唱の発表会と

言えば 「学芸会」 ということになる.現 在,そ の名称

が 「学習発表会」や 「校内音楽会」等と様々なものに

なっているが,学校と劇場とをつないでいたのでは「学

芸会」ではないかと考えた.

本稿では,こ の 「学芸会」を中心に学校と劇場との

関係を山鹿市の八千代座と山鹿小学校,そ して熊本市

内の劇場と小学校 とを中心に考察し,地 域文化の形成

に劇場が学校とどのように連携 していたのか,ど のよ

うな機能をもっていたのかを明らかにしていく.

なお,本 稿における 「劇場」は,明 治時代末期から

昭和初期にかけて建設された映画,演 劇,音 楽等の公

演が行われていた施設とする.

2.先 行研 究

学芸会をはじめとした学校行事に着目した研究とし

て,山 本と今野は天皇制を敷術するための儀式が学校

行事であったことを明らかにしている3).そ の中で,

「運動会 と学芸会は二大行事」といわれ,学 校行事の

二大花形であったと述べている,そ の根拠 として三つ

の学校の記念誌に記 された昭和10年 代初期の 「学芸

会の思い出」の中から以下の記述を示 している.

(1)「学芸会は2月 の初め,今 のアイデン会社の所

に昔あった友楽座と言う劇場を一日借 り切 り下の桝席

(163)






















	表題
	1.問題の所在
	2.先行研究
	3.八千代座の概略
	4.山鹿小学校の学芸会
	5.熊本市内の小学校における学芸会
	6.熊本市内の小学校と劇場
	7.他県における学芸会
	8.学芸会と劇場
	9.結論
	10.アウトリーチ活動への提言
	11.今後の課題
	注
	引用文献



